
 

札幌都心アクセス道路検討会（第４回） 

 

日 時：平 成 30 年 ３ 月 13 日 （ 火 ） 

     16 時 00 分～ 

場 所：TKP 札幌駅カンファレンスセンター 

       カンファレンスルーム２Ｂ 

 

 

 

議 事 次 第 

 

１．開会 

 

２．議事 

（１）市民との情報共有に係る取組 

（２）検討結果のとりまとめ 

（３）今後の札幌都心アクセス道路の進め方（案） 

 

３．閉会 

 

≪ 配布資料 ≫ 

  資料１：都心アクセス強化に関するオープンハウス及び 

ワークショップの開催状況 

資料２：検討結果のとりまとめ 

  資料３：今後の札幌都心アクセス道路の進め方（案） 



 

札幌都心アクセス道路検討会規約 
 

 

（ 名称 ） 

第１条 本会は「札幌都心アクセス道路検討会」（以下、「本会」という。）と称

する。 

 

 

（ 目的 ） 

第２条 北海道新幹線札幌延伸等を踏まえ、札幌都心部と高速道路とのアクセ

ス強化を図るため、関係機関の連携のもと、創成川通の課題解決方策

について検討を行う。 

 

 

（ 組織 ） 

第３条 本会の構成員は、次のとおりとする。また、必要に応じて、追加する

ことができる。 

    札幌市都市計画担当局長 

    北海道建設部長 

    北海道開発局建設部長 

 

 

（ 庶務 ） 

第４条 本会の庶務は、関係機関の協力を得て、北海道開発局において処理す

る。 

 

 

（ その他 ） 

第５条 本規約に定めるもののほか、必要な事項は会議に諮って決める。 

 

（ 附則 ） 

 この規約は、平成 28 年 12 月 19 日から施行する。 



札幌市資料

第４回 札幌都心アクセス道路検討会

資料１



札幌市におけるこれまでの検討状況情報共有
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平
成
27
年
度

市民との情報共有に係る取組平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

基本的考え方の検討

・創成川通の課題整理

・期待される効果の検討 等

各種計画に創成川通を位置付け

札幌都心アクセス道路検討会
（H28.12～）

第１回検討会

◆札幌市総合交通計画（H24.1）
◆札幌市強靭化計画(H28.1)

◆札幌市まちづくり戦略ビジョン（H25.10）
◆第2次都心まちづくり計画(H28.5)

第２回検討会

第３回検討会

パネル展の開催・パンフレットの配布

アンケートの実施

オープンハウスの開催

ワークショップの開催

広報活動・地域住民への情報提供
※検討の進捗に応じて適宜実施



オープンハウス開催結果情報共有
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平成30年1月28日～2月2日にかけて、検討状況などに係るパネル展示を行うとともに、会場に職員
が常駐し、来場者から質問や意見を受け付ける【「都心アクセス強化」情報広場～見て・知って・考え
るオープンハウス～】を開催。

▼開催場所・開催日時

会場 開催日時

札幌駅地下街アピア「太陽の広場」 平成30年 1月28日（日）、29日（月） 10:00～18:00

北区民センター １階ロビー 平成30年 1月31日（水） 10:00～18:00

東区民センター １階ロビー 平成30年 2月 2日（金） 10:00～18:00

▼開催状況

札幌駅地下街アピア
「太陽の広場」

北区民センター 東区民センター



オープンハウス開催結果 －寄せられた意見－情報共有
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４日間で600名以上の方が来場し、このうち約７割の約450名の方と対話。

整備形態等に関する様々な意見のほか、市民の抱く疑問や、市の説明を聞いて取組の目的を理解
できたという声等も伺うことができた。

○創成川通は混雑。特に、朝夕ラッシュ時と冬期の混雑
が著しい。

○雪や防災を考えると地下が良い。地上活用も可能。

○想定外の水害を考えると、地下は難しいと思う。

○高速道路との接続を考えると、北34条周辺は高架が
良い。

○高架は沿線環境（騒音・振動・排気）を考えると難しい。

○混雑している交差点のみ右折レーンを付ければ良い。

○交差点改良は、根本的解決にならない。

○札幌北ICは混雑が酷いので優先的に改善してほしい。

○創成川通は交通量が多く、何万台もの車の損失時間
を合計すれば、時間短縮効果は非常に大きい。

○別線整備する場合、どこで乗り入れできるのか。

○費用とその効果をよく勘案して検討を進めてほしい。

○通過交通とアクセス交通を分離できるようにしてほしい。

○具体的な道路の構造がどうなるのかが知りたい。

○工事期間中は現在の道路は使えるのか、または、代
替路線について考慮しているのか。

○すぐにできること、優先すべきことを考えて、段階的に
進めていくべき。

○説明を受けて、混雑解消だけが目的の事業ではない
ことが理解できた。

○オープンハウスの取組は良いこと。今後も市民の話を
しっかり聞いてほしい。



ワークショップ開催結果情報共有
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平成30年2月10日に、市民同士が対話し、都心アクセス強化への理解を深めるとともに、いただいた
意見を今後の検討の参考にするため、【「都心アクセス強化を考えるワークショップ」】を開催。

▼開催場所・開催日時

▼開催状況

グループワーク

STV北２条ビル ６階A・B会議室 平成30年２月10日（土） 10:00～16:00

▼参加者

30名
※無作為に抽出した18歳以上の市民3,000名に参加募集案内を送付し、参加を希望された方
から決定

検討内容の発表



ワークショップ開催結果 －グループワークでの意見－情報共有
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５グループに分かれワークショップを実施し、市民目線から見た都心アクセス強化の役割や必要性を
整理するとともに、整備形態ごとのメリット・デメリット・アイデアについて議論。
議論の結果、沿線環境や災害対応に配慮を求める意見や、地上部空間の活用等、まちづくりに関す
るアイデア等も多くいただいた。
ワークショップ参加者の多くの方から、都心アクセス強化の必要性等の理解が深まったとの声をいた
だいた。

▼都心アクセス強化の役割や必要性について
○ネットワーク性を高めることで、観光等の経済効果が期待。

○生活道路としてもよく使われる道路であり、渋滞解消のためにも取組は必要。

○事業費に見合う効果が得られるか、維持管理費も含めて検討していくことが必要。

▼整備形態ごとのメリット・デメリット・アイデア

高架構造 地下構造 交差点改良

メリット

•時間短縮効果が高く、高速道
路とのアクセスもしやすい。

•地下構造に比べてコストが安
い。

•雪の影響がないことが一番の
メリット。

•時間短縮効果が高く、景観も
損なわない。

•コストが安く、車の流れが良く
なることで、安全性の向上も
期待。

デメリット

•雪の影響、騒音・振動、景観、
日照、河川環境への影響、
地震時の安全性などが不安。

•水害時の安全性などが不安
•コストの高さが課題。

•効果が小さく、交差点改良
のみでは根本的な解決にな
らない。

アイデア
•シンボルとなるようなユニーク
なデザインのものを造る。

•地上の空きスペースの活用に
より地域活性化。

•創成川の一部を暗渠化して
車線を増やす。

▼今後の取組
○市民との合意形成に向けた取組を市が中心となり実施。



検討結果のとりまとめ

札幌都心アクセス道路検討会（第４回）
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計画の位置付け

都心アクセス強化の必要性

交通課題

整備効果

対策案・概算費用

市民との情報共有に係る取組

札幌都心アクセス道路検討会のとりまとめ
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１．計画の位置付け（国、北海道、札幌市）

国 北海道 札幌市

【北海道総合開発計画（第８期計画）
（平成28年３月29日 閣議決定）】

札幌都市圏は、基礎圏域の一つとして、多くの
人々の日常生活を支えているのみならず、行政、経
済等の面での北海道全体に及ぶ中枢管理機能や、
研究、文化、芸術等の面で他の基礎圏域では提供
できない高次都市機能を担っている。北海道内各地
域から札幌都市圏への人口流出等により、人口や
都市機能の面での札幌一極集中が進んでいるが、
一方、札幌都市圏が巨大なダム機能を発揮して、北
海道からの人口流出を抑制し、大規模な人口集積
がなければ成立し得ない高次都市機能を北海道に
もたらしている、との見方もできる。札幌都市圏が担
う中枢管理機能・高次都市機能を北海道の発展の
ために不可欠なものと捉え、札幌都心部の機能強化、
北海道全域とつながる広域的な交流・連携機能の確
保を通じて、北海道全体を牽引するための環境整備
を図ることが重要である。このため、北海道新幹線
札幌延伸を見据えつつ、札幌都心部や駅等の交通
結節点周辺における交流拠点の整備、にぎわい・憩
いの空間の創出、公共交通機関や自転車の利用促
進を通じた移動の利便性・快適性・回遊性の向上、
無電柱化の推進、自立分散型エネルギーシステム
の整備等により、高次な都市機能がコンパクトに集
積した魅力ある都市空間の創出を図る。また、札幌
都心部と全道各地を結ぶ高規格幹線道路網とのア
クセスの強化や骨格道路網の整備、空港・港湾の利
用促進等により、観光客の道内周遊促進を含め、広
域的な交流・連携を強化する。

【道央都市圏都市交通マスタープラン (H22.3策定)】

北海道と札幌市及び周辺の６市３町で構成す
る「道央都市圏総合都市交通体系調査協議会」
で策定した「道央都市圏都市交通マスタープラ
ン」において、骨格道路網として「２高速・３連携・
２環状・１３放射道路」を位置付け、特に創成川
通については、「都心アクセス強化道路軸」とし
て、重点的に機能強化を図ることとしている。

「暮らし」、「活力」、「環境」の３つの視点で有
効な道路軸の形成を図るために、石狩方面（国
道５号）、南区方面（豊平川通）については、自動
車交通の円滑性向上を重点的に図る路線に位
置づけるとともに、既存の骨格道路網や公共空
間の状況を勘案しつつ、あるべき都市圏の将来
像で示した連携強化を図る。 都市内の緑化空
間・水辺空間を創造し、かつ歩行者・自転車・公
共交通への空間再構築を図るために、高速道路
とのアクセス強化については国道５号を活用す
ることとし、重点的に機能強化を図る。

【北海道強靭化計画(H27.3策定)】

災害時における広域交通の分断を回避するた
め、高規格幹線道路と中心市街地を連結するア
クセス道路の整備をはじめ、地域高規格道路や
緊急輸送道路、避難路等の整備を計画的に推
進する。

【札幌市総合交通計画 （H24.1策定）】

創成川通を自動車の円滑性向上を重点的
に図る「都心アクセス強化道路軸」に位置付
け、空港・港湾施設や圏域内における拠点
間の連携強化を目指す。

【札幌市まちづくり戦略ビジョン （H25.10策定）】

人やモノの効率的な流れを支える交通
ネットワークの強化を図り、北海道新幹線の
札幌延伸効果を道内に波及させるためにも、
高速道路などから都心へのアクセス性を高
める創成川通の機能強化検討を国とも連携
しながら進める。

【札幌市強靭化計画 （H28.1策定）】

災害時における人命の保護及びライフライ
ン確保の視点から、緊急輸送道路や交通
ネットワークを強化するため、高速道路等か
ら都市機能が集積する都心へのアクセス強
化に向けて、都心アクセス強化道路軸の検
討を国等と連携しながら進める。

【第２次都心まちづくり計画 （H28.5策定）】

創成川通を「つながりの軸」に位置付け、
広域からの都心アクセスを支えるとともに、
豊かな環境を活かした市民の交流・つなが
りの創出を図る。
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２．都心アクセス強化の必要性（札幌市）

○北海道新幹線札幌延伸や人口減少社会、まちの更新時期の到来など、まさに札幌が大きな転換期を迎える今、将来を見据え、
都市の魅力と活力を高めていく取組が必要

○札幌都心部と高速道路を結ぶ都心アクセス強化道路軸として、利用面、機能面から創成川通（札幌北ＩＣ）が優位

新函館北斗～札幌間
平成42年度末開業予定

新青森～新函館北斗
H28.3.26開業！

・北海道新幹線札幌延伸を
迎える今、広域交通ネット
ワークを担う２次交通の整
備に向けた取組を行うこと
で、新幹線開業効果を高
めさらに全道へ波及させ
ることが必要

・まちの更新時期（建替時期）を迎える今、まちの魅力と活力を高め、
次の世代につなげる戦略的な取組が必要

・人口減少を迎える今、札幌都心の高次都市機能により道民の生活を支え、
広域的に利用されることにより、その機能を維持向上していくことが必要

インバウンド観光客を全道へ

社会資本整備によるストック効果創出

資料：北海道ホームページ

コンパクトシティ・プラス・ネットワークの実現

札幌都心部と高速道路を結ぶ都心アクセス強化道路軸

小樽港

都心部

石狩

石狩湾新港

札幌北ＩＣ

道北

道東

新千歳空港道南

丘珠空港

・都心に一番近い札幌北ＩＣ

・多方面へのアクセスに優れる札幌北ＩＣ

・都心から一番使われている札幌北ＩＣ

・道路空間にゆとりがある創成川通

・並行道路が多く、周辺への効果も期待できる創成川通
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【創成川通の課題】
○主要渋滞箇所交差点が５箇所存在し、交差点を中心に慢性的な渋滞が発生
○信号交差点が２４箇所連担し、交差点での加減速による速度低下が発生し、特に冬期は連続的に混雑が発生
○札樽自動車道・札幌北IC(千歳方面)出口で慢性的に渋滞が発生し、都心部への円滑な移動が困難
○事故危険区間交差点が１２箇所存在し、死傷事故率は全道の約６倍と非常に高い頻度で事故が発生

：主要交差点：事故危険区間：主要渋滞箇所 ：IC出口の渋滞

札幌北IC（千歳方面）出口ランプ(赤丸)と
高速本線の渋滞状況(右下)

▼札幌北IC合流部の渋滞状況▼主要渋滞箇所交差点及び信号連担等による速度低下状況

冬期の北19条交差点付近

23.6

75.4

130.7

0.0

30.0

60.0

90.0

120.0

150.0

全道 札幌市 創成川通

▼死傷事故率の比較
（件/億台キロ）

全道の約６倍

資料：H24-27 ITARDAデータ
対象区間：北34条交差点～北３条交差点

150.0

120.0

90.0

60.0

30.0

0.0
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42,400台/日

42,400台/日

38,000
台/日

北5条

33,000台/日

北1条 南4条

至 小樽至 小樽

至 旭川・千歳至 旭川・千歳

創成川通の検討区間における

（札幌北IC～札幌駅間 夏期13分～22分） （札幌北IC～札幌駅間 冬期14分～56分）

３．交通課題（国）
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○道央都市圏都市交通マスタープランを策定した際の協議会の構成員※による、都心アクセス強化に関する情報共有
や創成川通の課題、期待する効果などについて、意見交換を実施

※構成員：北海道、札幌市、小樽市、江別市、千歳市、恵庭市、北広島市、石狩市、当別町、南幌町、長沼町（事務局：北海道、札幌市）

・町内から札幌市への救急搬送は、現在、主に一般道を利用している

都心アクセス道路の整備により、速達性や定時性が向上し、救急医

療の充実が期待

・救命救急で10分短縮の効果は大きい。また、札幌市へ通院する市民

も多いので、都心アクセス強化が果たす役割は大きい

・札幌市へ通院している住民が多いが、冬期の通院が大変だと聞いて

いる。都心アクセス強化により、渋滞を解消し、定時性の確保に期待

・レンタカー利用のインバウンド観光が増加してきており、速達性の向

上や札幌北ICの混雑解消に期待

・都心アクセス強化により、今以上に札幌市から当市へ足を伸ばす観

光客が増えることを期待

・平成30年度に余市～小樽間が開通予定であり、高速道路の利用増

が期待され、観光面や物流面でも都心アクセス道路の整備が必要

・石狩湾新港地区には多くの会社が立地しており、札幌市内へ食料や

燃料、リネン品等を毎日搬送している会社も多い。特に、冬期は渋滞

による遅れが大きな課題となっており、速達性の向上と定時性の確保

に期待

・創成川通を利用する事業者も多く、定時性が確保されることは大きな

メリット。物流関係の利便性が向上することを期待

・通勤や通学で札幌市内へ通う住民が多く、通学は高速バスを利用するのが一

般的。高速バスは札幌北ＩＣを下りて都心部に向かうが、特に冬期は創成川通

の渋滞により遅刻する生徒が多いことから、札幌都心アクセス道路の整備に

よる渋滞解消に期待

・当町から札幌方面へ向かうには、一般道路を経由する２種類のルートがある

が、都心アクセス強化により創成川通経由の時間短縮が期待でき、通勤や買

い物などの面で利便性が高まる。また、定住政策を進める上でも都心部とのア

クセス改善は重要

・高齢化が進む中、高齢ドライバーにとって、冬の札幌市内の一般道を走行す

るのは辛いことから、定時性が確保された安全な道路が整備されることに期待

・昨年度、札幌市が実施したアンケート調査では、市民の都心アクセス道路へ

の関心は予想以上。当市においても生活に密着した道路であると認識

・札幌都心部までは、一般道路を主に利用するが、札幌都心アクセス道路の整

備によって、交通が転換され、他の一般道路の渋滞緩和も期待。

・北34条交差点より北側も渋滞している。構造検討の際には、交差点の渋滞対

策も検討が必要

・札幌北IC出口が渋滞している場合は、前後のICで高速道路を降りることもある

札幌北ICの渋滞緩和に期待

・移住政策として、札幌市と千歳市（空港）の間に位置していることをPRしており

都心アクセス道路の整備による札幌都心部へのアクセス向上は、まちの魅力

向上につながると期待

医療（救急搬送等）

観光 暮らし（通勤、通学等）

物流・経済

その他

４．整備効果（北海道・札幌市）
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構造形式
別線整備 現道活用

高架構造 地下構造 交差点改良

構造の
イメージ

交通面

・速達性、定時性を要する交通、高速利用

交通の機能分担が図られる

・連担する信号交差点を回避することが

可能

・交通が集約されることで、現道及び並行

路線の混雑が解消

・冬期に積雪の影響を受ける

・速達性、定時性を要する交通、高速利用

交通の機能分担が図られる

・連担する信号交差点を回避することが

可能

・交通が集約されることで、現道及び並行

路線の混雑が解消

・冬期に積雪の影響を受けない

・信号交差点を回避できないため速達性

定時性は現況とほぼ変わらない

・並行路線からの交通転換が見込まれず、

面的な混雑緩和にならない

・冬期に積雪の影響を受ける

環境面
・景観、日照、騒音等の調査が必要

・高架橋を河川上空に整備するため

創成川の景観に影響がある

・東西市街地の連携が図られる

・地上部の親水緑地空間の整備が可能

・景観が良く、騒音問題の可能性は低い

・車線拡幅を河川上に整備するため

創成川の景観に影響がある

経済面
・地下構造に比べると事業費が安価 ・事業費が高価となる

・河川、地下埋設物の移設が発生する

・安価であり部分的な整備が可能

・交差点によっては用地買収が必要

概算費用 約140億円～180億円/km当り 約200億円～260億円/km当り 約5億円～10億円/箇所当り

※概算費用は、都市部における他事例を踏まえて試算

５．対策案、概算費用（国）
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区間 高速道路周辺部 中間部 札幌都心部

別
線
整
備

高
架
構
造

・現道課題の解決が可能
・本線での用地支障なし
・公共施設・医療施設等の重要施設を回避
・東西市街地の連携確保が可能
・緑地景観形成は部分的に可能

・現道課題を解決が可能
・本線での用地支障なし
・公共施設・医療施設等の重要施設を回避
・東西市街地の連携確保が可能
・緑地景観形成は部分的に可能

・JR高架橋を高架で回避し、既設創成
トンネルと接続することが構造上不可

地
下
構
造

・現道課題の解決が可能
・本線での用地支障あり
・公共施設、医療施設等の重要施設を回避
・東西市街地の連携確保が可能
・緑地景観形成が可能

・現道課題の解決が可能
・本線での用地支障なし
・公共施設、医療施設等の重要施設を回避
・東西市街地の連携確保が可能
・緑地景観形成が可能

・現道課題の解決が可能
・本線での用地支障なし
・ホテル、医療施設等の重要施設を回避
・既設創成トンネルとの接続が可能
・札幌駅とのアクセス確保が可能
・東西市街地の連携確保が可能
・親水緑地空間の連続性の確保が可能
・【都心まちづくり計画】に整合

現
道
活
用

交
差
点
改
良

・現道の課題の抜本的な解決とならない
・北34条交差点は、札幌新道側の課題解決

とならない
・交差点によっては用地支障あり
・公共施設、医療施設等の重要施設を回避
・東西市街地の連携、緑地景観形成は

現況と変わらず

・現道の課題の抜本的な解決とならない
・交差点によっては用地支障あり
・公共施設、医療施設等の重要施設を回避
・東西市街地の連携、緑地景観形成は

現況と変わらず

・現道の課題の抜本的な解決とならない
・交差点によっては用地支障あり
・ホテル、医療施設等の重要施設を回避
・既設創成トンネルとの接続が可能
・札幌駅とのアクセス確保、東西市街地の

連携は現況と変わらず
・親水緑地空間の連続性の確保は不可
・【都心まちづくり計画】に整合

５．対策案、概算費用（国）
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６．市民との情報共有に係る取組（札幌市）

○創成川通の検討状況について、パネル展、パンフレット配布、地域住民説明、オープンハウス、ワークショップ等を行い、市民と
の情報共有を実施

パネル展の開催・パンフレットの配布

札幌駅前通地下歩行空間や札幌市役所等５会場において、
都心アクセス強化（創成川通の機能強化）に関するパネル展
を開催

（平成28年10月～11月）

広報活動

検討の進捗に応じ、ホームページへの掲載や広報さっぽろ等
により検討状況を周知

（平成28年８月～）

オープンハウスの開催

市民に検討状況について情報提供した上で、意見を直接聞き、
今後の検討の参考とするため、検討状況に係るパネル展示を
行い、来場者から意見を募集するオープンハウスを開催

（平成30年１月28日～２月２日）

アンケートの実施

都心アクセス強化への期待や現況道路に感じる課題などを把
握するためにアンケート調査を実施し、1,004票の回答を回収

（平成28年10月20日～11月18日）

地域住民への情報提供

検討の進捗に応じ、沿線町内会への回覧や沿線連合町内会
役員への説明等により検討状況を周知

（平成28年８月～）

ワークショップの開催

市民同士が対話し、都心アクセス強化への理解を深めるととも
に、いただいた意見を今後の検討の参考とするため、ワー
クョップを開催

（平成30年２月10日）
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６．市民との情報共有に係る取組（札幌市）

○都心アクセス強化への期待や現況道路に感じる課

題などを把握するために、札幌市及び近郊にお住ま

いの方々にアンケート調査を実施

（調査期間：平成28年10月20日～11月18日）

○アンケートは、パネル展会場での配布、ホームペー

ジへの掲載、各区役所などへの配架により、1,004票

の回答が得られた

【アンケート】

「暮らし」や「観光・ビジネス」をはじめ、「まちづくり」や「防災」な

ど幅広い効果に対する期待が寄せられた

回答者の約３分の２の方から「創成川通の交通混雑」に課題を

感じているとの声が寄せられ、また、「札幌北ＩＣ出口の渋滞」に

課題を感じる声が多く寄せられた

「時間短縮効果の向上」や「交通安全対策」など、道路交通に

関する面だけではなく、「札幌駅（新幹線）との連携」についても

検討に配慮すべきとの意見が寄せられた

早期実現を望む声や、整備形態に関する意見、事業費への懸

念を示す声など、様々な視点から多くのご意見が寄せられた

（全474件）

今後、検討を進めるうえで配慮すべきと思うもの

都心アクセス強化（創成川通の機能強化）についてのご意見

都市の魅力・活力向上のため、どのような効果を期待するか

創成川通の現況について、課題と感じるもの

▼パンフレット ▼アンケート用紙

【アンケート結果】
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６．市民との情報共有に係る取組（札幌市）

市民に検討状況について情報提供した上で、意見を直
接聞き、今後の検討の参考とするため、検討状況に係る
パネル展示を行い、来場者から意見を募集するオープン
ハウスを開催

市民同士が対話し、都心アクセス強化への理解を深める
とともに、いただいた意見を今後の検討の参考とするため
ワークショップを開催

【オープンハウス】

【ワークショップ】
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▼開催日・会場

開催日 会場

平成30年1月28日、29日 札幌駅地下街アピア

平成30年1月31日 北区民センター

平成30年2月2日 東区民センター

【市民からの主な意見】

▼開催日・会場

開催日 会場

平成30年2日10日 ＳＴＶ北２条ビル

・市民の抱く疑問や市の説明を聞いて取組の
目的を理解できたなどの意見

・ネットワーク性を高めることで、観光等の経済
効果を期待する意見や生活道路としてもよく
使われる道路であり、渋滞解消のためにも
取組は必要という意見

・創成川通や札幌北ICの混雑に関する意見の
ほか、整備形態について、積雪の影響や
沿線環境等に配慮を求めるなど様々な意見

・事業費に見合う効果が得られるか、維持管理
費も含めて検討していくことが必要という意見

・地上部空間の活用等のまちづくりに関する
アイディア等の意見



７．札幌都心アクセス道路検討会のとりまとめ

○都心アクセス強化の必要性 ［国・道・市］

・北海道新幹線札幌延伸や人口減少社会、まちの更新時期の到来など、北海道全体及び札幌市の将来を

見据え、都市の魅力と活力を高め、北海道の中心となる札幌都心の高次都市機能を維持向上していくため

にも、札幌都心と高速道路を結ぶ幹線道路機能を有する都心アクセス強化軸の必要性を確認

○整備効果 ［道・市］

・都心と高速道路のアクセスを強化し、広域交通ネットワークの充実を図ることにより、北海道新幹線札幌延伸

の開業効果の全道への波及拡大や広域医療・暮らしの利便性向上等の効果が期待されることを確認

・今後、交通拠点等から高速道路へのアクセス改善や札幌駅交流拠点を含む沿線のまちづくり計画との整合等、

整備効果を最大限に発揮するための取り組みについては、道・市が主体となり実施

○対策案・概算費用 ［国］

・現道条件や渋滞・冬期等の交通課題の把握を行い、地域のまちづくり計画等に配慮し、交通機能・整備

効果・費用等を踏まえた、高架構造・地下構造・交差点改良の対策案・概算費用を提示

・今後、整備計画の具体化に向け、国が主体となり概略ルート・構造の検討（計画段階評価）を実施

・高速道路（札樽道）等の既存道路との連結等については引き続き検討

○市民等との認識共有 ［市］

・都心アクセス強化の検討状況について、検討の段階に応じ、市民等に引き続き情報提供を実施

・今後、市民との合意形成に向けた取組を市が中心となり実施
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今後の札幌都心アクセス道路の進め方（案）

【国】 国道５号の渋滞状況等

【道】 広域的な整備効果の検討状況

【市】 市民の合意形成・まちづくりの視点について

【国】 対策案、概算費用

【道】 広域的な整備効果促進事業

【市】 市民合意の取組状況

今 回

札
幌
都
心
ア
ク
セ
ス
道
路
検
討
会

検討会の設置、検討事項および進め方を確認第１回検討会

（H28.12.19）
平成２９年度より直轄調査に着手
〔札幌都心部と高速道路のアクセス強化に向けた、構造等の概略的な検討の調査を実施〕

資料３

第２回検討会

（H29.8.10）

第３回検討会

（H29.12.18）

【 国 】 概略ルート・構造の検討（計画段階評価）

【道・市】 高速道路アクセス改善やまちづくりの推進について、道・市が主体となり実施

【 市 】 市民との合意形成に向けた取組を市が主体となり実施

【国・道・市】 札幌都心と高速道路を結ぶ都心アクセス強化軸の必要性を確認

【 国 】 現道条件や交通課題等を踏まえた対策案・概算費用の提示

【道 ・ 市】 整備効果の確認

【 市 】 市民等との情報共有の取組を実施

国道５号 創成川通に関する検討会のとりまとめ


